
（別紙４）

～ 2026年3月31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

～ 2026年3月31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年3月31日

（対象数） 7 （回答数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後もこの姿勢を維持しながら行う

2

今後も同様に続けていく

3

訪問時での支援内容の情報をデイでも共有し、とりくみサ
ポートしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

報告書を手渡しすることに努め、その時に具体的な説明も行
うようにする

2

3

学校からの信頼度向上 保護者と学校との信頼関係をよりよくなることを目指しながら
行っている

的確にとらえた報告 言葉の表現の仕方に注意を払いながら現場の様子をプラスにと
らえる視点を大切にしている

デイでの様子の把握を行ったうえでの訪問により、必要な支援
内容の認識ができる

デイや訪問先のでの姿から、利用児童のより本質を確認し、支
援内容の再確認を行う

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

訪問支援での狙いが保護者の方に伝わっていないことが今回の
アンケートで確認できた

具体的な内容を文章のみの報告にしていることで、伝達しきれ
ていないと思われる

2026年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年4月27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年3月1日

○事業所名 よねの家

○保護者評価実施期間 2026年3月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


